
 

 
 

９月定例市議会は、平成２３年度一般会計補正

予算案、条例案など３８議案を議決しました。 

一般会計では、追加補正を含め９２億３，９０３万

円の増額となり、累計では、１，７６５億５，３８４万円

（前年度同期比１０４．０％）となっています。全体で

は、特別会計、財産区会計の補正を含め、総額３，

３６２億３，３９１万円（前年度同期比１０３．９％）の予

算規模となりました。 

今回の予算は、東日本大震災の教訓から、小・

中学校の校舎耐震化事業（工事後の耐震化率７

５％）に１８億６，０９４万円、道路・公園・農業施設・学

校の整備など防災対策事業に８億６，００７万円など

を計上しています。 

また、災害時に臨時災害エフエム局を開設する

ための経費、申請件数が増加している住宅用太陽
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光発電システム設置費補助金の追加（５００件分）、

大内保育園中州分園で新たに２歳児保育を実施

するための経費なども計上されています。 

さらに、議会最終日には、台風１２号による災害救

助や災害復旧に必要な経費として、被災された方

への災害見舞金や、農業施設、道路、公園、学校

教育施設等の災害復旧費など、早急に予算化が

必要な経費１０億５，０８２万円を追加しました。 
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一般質問に立ちました 
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◇台風 12 号被害から、 

防災対策の強化を求めて◇ 

 

台風 12 号による市内の被害は、建物の全・半壊

48 軒、床上浸水 339 軒、床下浸水 3,774 軒、道路

冠水 163 件、土砂崩れ 192 件、総計 4,516 件（9

月 26 日現在）。児島地域では郷内小学校裏山斜面

の崩壊、小田川の氾濫等により多くの被害が出ま

した。遅れている児島地域の防災対策の強化、被

災した家屋の被害認定調査の徹底などを求めて質

問しました。 

 

質問① ガマンも限界…小田川の洪水抜本対策は 

待ったなし 

「県でも市でもいい。小田 

川の対策を本気でやってほ 

しい。７年前の繰り返しだ」 

という被害住民の怒りの声を 

紹介しました。２００４年の台 

風１６号による高潮災害、続 

く台風２３号による浸水被害から７年がすぎ、今回も大き

な被害です。 

氾濫する小田川（児島柳田町付近）

 

 
９月定例市議会、末田まさひこの一般質問から 

川沿いが床上・床下浸水に見舞われ、児島小学校

は避難所なのに、開設できないありさま。川幅を拡げる

べきですが、護岸かさ上げなども望まれています。小

田川の抜本対策を求めました。あわせて、下流域のし

ゅんせつを要望しました。 

答弁① 河田育康副市長は、「県、市力を合わ

せてやっていく」と答えました。 

 

質問② 過去の災害の検証と土砂災害警戒区域の 

総点検と見直しを急げ 

倉敷市洪水避難地図（洪水ハザードマップ）には急

傾斜地危険地域などの土砂災害警戒区域が記入さ

れています。しかし、今回土砂崩れが起きた郷内小学

校付近は、かつて土砂崩れがありましたが、この区域

に入っていませんでした。過去の災害の検証と、市内

の土砂災害警戒区域の総点検、見直しを求めました。

答弁② 松浦勝已建設局長は、「現在市内 

１１６カ所が指定されている。台風１２号に伴う豪 

雨により、郷内小学校東側の斜面で土砂崩れ 

が発生したが、この区域は、土砂災害警戒区 

域の指定はなかった。今後、土砂災害警戒区 

域の指定について、県に対し強く要望していく」

7 月２０～２１日 第８回議員の学校 
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質問内容の一部を抜き出して編集 
2011 年 9 月 14 日登壇 

開会直前の３日に台風１２号が直撃、浸水や土砂崩れなど大きな被害が出ました。今議会

は、一般質問に立った議員２２人のうち、１６人が災害対策を取り上げるという「台風議会」と

なりました。日本共産党倉敷市議団は、全員が防災問題を様々な角度から取り上げました。 



と答えました。 

 しかし、崩れた裏山は、山腹崩壊危険地区（地形、

地質、林況等から、山腹崩壊により人家、公共施設等

に被害を与えるおそれのある地区）として県が公表した

ものですが、市のハザードマップには未記載で周知活

動はありませんでした。市の認識の甘さが問われます。

 

質問③ 住宅の被害認定調査は、「災害に係る住家

の被害認定基準運用指針」（H21.6 改定）

に基づき、速やかに行うこと 

運用指針は、迅速な被災者支援のもとになるもの

で、この認定基準に基づき発行される罹災証明によっ

て、どのような支援を受けられるか否かが決まります。

住家の全壊、半壊と、それ 

以外では、支援策に大きな 

差があることから、認定基準 

に基づく被害調査が必要と 

なります。しかし、９/８から始 

まった調査では、この運用指 

針の見直しが反映されていなかったようです。被害認

定にあたっては、改定された国の運用指針をしっかり

踏まえた被害認定調査を行うことを求めました。 

答弁③ 黒江庄平保健福祉局長は、「本市に 

おいてもこの運用指針等を活用し、迅速かつ的

確な認定作業に努めている」と答えました。 

◇高齢者及び障がい者の 

権利擁護支援の充実を求めて◇ 

 

質問① 権利擁護支援センターの設置は急務 

「住み慣れた地域で安心して暮らし続けたい…」 

高齢者、障がい者、家族みんなの 

願いです。そのために、医療・介護 

など関係機関とのネットワークを活 

かしながら、必要なサポートを受け 

られるように支援していくための機関 

として「権利擁護支援センター」の設 

置を市に求めました。 

答弁① 「権利擁護支援センター」を検討 

黒江保健福祉局長は、「高齢者及び障がい 

者の権利擁護のあり方検討会を９月に立ちあげ

た。権利擁護支援センターの設置も含めて検 

討していく」と答えました。 

 

◇緊急一時宿泊事業の 

継続・充実を求める◇ 

 

質問① NPO 法人かけはしは、ほっとスペース２５と連

携し、食と住まいを失った多くの住民、労働者を救済、

支援してきました。２００９年２月からこの８月末までに３４

３件、３６４人からの相談を受け、そのうち１７８人の方が
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土砂災害現場（郷内小学校東側）
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・7/5～7 倉敷市議会総務委員会行政視察 

・7/9  第１回倉敷市国際トライアスロン大会開会式 

    日本共産党倉敷市議団市政報告会 

・7/10 児島学区子ども会球技大会 

・7/12 日本共産党倉敷地区委員会総会 

・7/14 芦屋市、西宮市権利擁護センター視察 

・7/15 児島地区レンタサイクル出発式 

・7/17 日本共産党倉敷地区党会議 

・7/18  2011 年原水爆禁止国民平和大行進（児島地区） 

・7/20～21 第８回議員の学校 

・7/22 徳島大学美土会岡山支部総会 

・7/24 日本共産党岡山県党会議 

・7/25 日本共産党市議団 JX 日鉱日石エネルギー水島 

製油所現地調査 

・7/26 南部水道企業団議会／倉敷市議会総務委員会 

・7/30 多重債務対策支援講座 in 岡山 

岡山県青年土地家屋調査士会設立総会 

・8/2～9 東日本大震災ボランティアで再び岩手県へ 

・8/9  ピースバルーン（倉敷会場） 

・8/12 板池町内会盆踊り 

・8/15 平和の鐘（水島緑地福田公園） 

・8/26～27 第３回生活保護問題議員研修会 

・8/28 倉敷市総合防災訓練（児島地区） 

・8/29～30 日本共産党倉敷市議団行政視察（千葉県市原

      市他）／倉敷市議会総務委員会 

・9/1 日本共産党倉敷市議団市内視察（倉敷市少年自然

    の家、王子ケ岳国民宿舎、鷲羽山ユースホステル）

・9/4 台風 12 号災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加（倉敷市柳田町） 

・9/5 台風 12 号災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加（倉敷市柳田町） 

・9/7 倉敷市議会９月定例会開会（9/27 まで） 

       日本共産党倉敷市議団市内視察（郷内小学校） 

・9/8 倉敷市議会一般質問通告〆切り 

・9/14 末田正彦、倉敷市議会一般質問登壇 

・9/18 第 42 回児島地区敬老慰安大会 

       台風 12 号災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加（倉敷市木見） 

・9/22 倉敷市議会総務委員会 

・9/23 サンセットフェスタ in 児島(鷲羽山) 

・9/24 第 10 回児島はばたきふれあい祭り 

倉敷市権利擁護支援フォーラム 

・9/25 地元町内会溝掃除／第 26 回下津井節全国大会 

・9/26 児島宇野津建設残土崩落現場調査 

・9/27 倉敷市議会 9月定例会閉会 

・9/29 児島市民交流センター落成式 

       倉敷市議会児島会 

この間の主な参加行事、活動です（７～９月） 緊急一時宿泊所を利用されました。しかし、緊急一時宿

泊事業は、２０１２年３月３１日で終わることになっていま

す。経済不況が長期化する中で、生活困窮者は増え、

さらに深刻な状況を迎えることが予想されます。そこで、

市はこの事業の重要性をどのように考えているのか。そ

して、来年度以降についても緊急一時宿泊事業を継続

することを求めました。  

答弁① 黒江保健福祉局長は再々質問に対し 

て、「事業の重要性については、確かに必要と考

えている。事業の内容について再度精査して、 

国、県に要望していきたい」と答えました。 

 

◇市は業者に対し厳正な指導を！ 

児島宇野津の建設残土崩落事故◇

 

質問① 「土地の地権者をつけ回す」「地権者の了解を

とらずに勝手に進入路をつくる」「残土処分場建設に反

対する者を裁判で訴えるなどと脅しをかける」など、業者

が卑劣な行動をとっていると聞いています。基準に合わ

ない工事を行い、繰り返しの是正指示を受けている者の

態度でしょうか。反省のかけらもない、決して許すことの

できない行為です。今回の台風 12 号による豪雨で、県

設置の治山ダムはすっかり埋まってしまい、さらに新池に

も多くの土砂が流れ込み被害が拡大しました。 

宇野津の皆さんの願いは、治山ダム及び新池に流れ

出た土砂を、下の道路を利用して撤去すること。違法に

積まれている土砂の撤去と、条例の基準に合った工事

を行い、安全な形にすること。そして新たな開発計画は

認めないことです。 

倉敷市の業者に対するこの間の対応と、今後の指導

方針について質問し、厳正な指導を求めました。 

答弁① 松浦建設局長は、「治山ダムと農業た 

め池に流入した土砂の撤去については、地元で 

施工方法について協議しているところで、協議 

が調い次第、速やかに施工するよう事業者を指 

導することにしている。引き続き、土砂崩落の復 

旧工事と埋立事業の完了に向けて早急に対処 

するよう、より一層強く事業者を指導していく」と答

えました。 
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